
酸素 (O2) や一酸化窒素 (NO) などの二原子ガスは、ヘム蛋白質に結合して

輸送・代謝されるが、そのガス結合能は熱や酸によって失われる。温泉は高温・酸

性環境として知られており、そこに生息する極限環境生物のヘム蛋白質は、どのよ

うにして環境に適応しているのか未知な点が多い。本研究では、二原子ガス結合

能を有する好熱菌由来シトクロムc′や酸耐性ユスリカ由来ヘモグロビンなどのヘム

蛋白質について、生息する環境への適応機構の解明を目的とし、①好熱菌由来

シトクロムc′ のX線結晶構造解析、②酸耐性ユスリカを用いたRNA-seqによるト

ランスクリプトーム解析に取り組んだ。その結果、ヘム蛋白質の構造および機能レ

ベルでの高温・酸性環境への適応機構を一部明らかにすることができた。
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極限環境生物由来ヘム蛋白質の環境適応機構の解明極限環境生物由来ヘム蛋白質の環境適応機構の解明

酸耐性ユスリカ
Chironomus sulfurosus

好熱菌由来
シトクロムc′の構造

下記のとおり、博士論文公聴会を開催致します。


